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2021 年 7 月 5 日に発生したプラスチック工場の爆発・火災事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 2021 年 7 月 7 日時点の状況 

 火災は沈静化していますが、爆発、火災が再発する可能性を否定できないため、タイ当局は周辺地

域への立ち入りを制限しています。また、周辺地域における化学物質の拡散についても調査が進めら

れています。 

 

2. 爆発・火災事故の経緯 

2021年7月5日 

 A.M. 03:10 Samut Prakarn県のプラスチック工場で緊急事態が発生した旨の通報があり、消防隊

が現場へ急行。同工場の周囲1～2kmの住民が衝撃音を確認。 

 A.M. 09:00 Samut Prakarnの県知事が、化学物質による爆発の危険性があることを理由に、同工

場から半径5km以内の住民に避難を指示。 

 A.M. 10:00 タイ内務省災害防止軽減局が、消防車（化学消防車を含む）、救急車などを現場

に派遣。 

 P.M. 12:00 ２回目の爆発が発生し、激しい火災に発展。消火活動中、消防隊の１名が死亡、

警官１名が負傷。消火活動を一時停止。 

 P.M. 03:10 ヘリコプターによる泡消火剤の散布を３回実施するも消火には至らず。 

 P.M. 03:19 災害防止軽減局が化学消防車（泡消火剤）による消火を開始。 

 P.M. 06:00 ヘリコプターによる泡消火剤の散布が再度行われるも、依然消火には至らず。 

 P.M. 10:45 消防隊が化学物質貯蔵タンク（容量：20,000リットル）のバルブを遮断し、火勢を

弱めることに成功。 

 

  

No.21-008 

【要旨】 

 ■ 2021 年 7 月 7 日現在、火災は沈静化しているものの、更なる爆発、火災が発生する危険があるこ

とから、タイ当局は当工場周辺地域への立ち入りを制限しています。 

 ■ 事故の原因は、発泡スチロール原料の漏洩と推察されています。 

 ■ この事故により、工場を含む約 8,000m2に被害が生じており、損害額は 7億バーツ（およそ 25 億

円）と推定されています。また、1 名の死亡者と 40 名の負傷者が確認されています。 
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2021年7月6日 

 A.M. 00:15 熱探知が可能なドローンを用いて3基の化学物質貯蔵タンクのバルブを遮断。火勢

が更に弱まり、煙も少なくなるものの、この後再び火災が発生。 

 A.M. 05:30 火災現場を泡で覆い、酸素の供給を遮断することで鎮火。現場周辺は高温であ

り、消防隊は慎重な対応を継続。 

 A.M. 06:10 工場敷地外のコンクリート塀付近で再び出火。 

 A.M. 07:00 全てのエリアで鎮火を確認。 

 P.M. 05:08 ３回目の爆発が発生し、激しい火災に発展。 

 P.M. 05:45 同火災を鎮火。 

 

3. 爆発・火災の原因 

 同工場の現場責任者（7月6日AM3:20現場到着）によれば、爆発・火災の原因は化学物質の漏洩によ

るものと推定されています。爆発・火災が発生した場所にはスチレンの地下タンク（容量：1,600トン）

があり、敷地内の離れた場所にペンタンが保管されています（容量：60-70トン）。スチレン、ペンタ

ンともに引火性と毒性を有しています。 

 ヒアリング調査によれば、ペンタンの漏洩について現場の作業員から工場長に報告があったことが

明らかになっています。同工場長と作業員は現場に急行したものの、皮膚の炎症と化学物質の強い臭気

のため建物の中に入ることができずに避難し、その後、爆発が発生しました。今後も爆発・火災の原因

を究明するため、調査が継続されます。 

 

4. 消火活動 

 消火活動は7月5日A.M. 3:10に開始されました。同消火活動では、20台以上の化学消防車（泡消火設

備を搭載）と10台以上の消防車（放水によりタンクを冷却）に加え、7月5日P.M. 03:10からは3,000リ

ットルの泡消火剤タンクを2基搭載したヘリコプターKA-32が用いられました。消火活動で用いられた

泡消火剤は合計66,000リットル、敷地内の消火に26時間を要しました。 

 

5. 被害状況 

 2021年7月7日時点で判明、推定される被害は以下のとおりです。 

・死亡者1名、負傷者40名 

・車両15台以上、家屋100棟以上、近隣の工場（特に半径1～2km以内）6～7棟の被害 

・被害の範囲8,000m2、被害総額約7億バーツ 

 

 Samutprakarn保険委員会事務局によると、同社は当爆発・火災事故に関連する3つの保険に加入して

います。各保険の限度額は以下のとおりです。 

1. 財物保険(オールリスク): 限度額 379,320,000 バーツ 

2. 一般賠償責任保険: 限度額 20,000,000 バーツ 

3. ボイラー等保険: 限度額 21,584,989 バーツ 
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6. 爆発による被害 

 爆発はエネルギーが急速に放出される現象です。放出されたエネルギーは圧力波や熱放射として分

散し、様々な被害の原因となります。化学プラントの場合、被害の多くは圧力波に起因します。燃焼

物質が消費され反応が停止した後も爆風を伴う圧力波は継続し、被害を生じさせます。 

 圧力波による一般的な構造物の被害を下表にまとめます。 

 

表１ 圧力と被害の相関 

圧力 (psig/kPa) 被害 

0.02/0.14 騒音(137 dB) 

0.03/0.21 大きなガラス窓の一部破損 

0.04/0.28 大きな騒音(143 dB)、衝撃波  

0.1/0.69 小さなガラス窓の一部破損 

0.15/1.03 ガラスの破損 

0.3/2.07 天井の一部破損、10%の窓ガラスが破損 

0.4/2.76 構造物の軽微な破損 

0.5-1.0/3.4-6.9 窓が粉々になり、窓枠の一部が破損 

0.7/4.8 構造物の一部が破損 

 

7. 化学物質の危険性と影響 

 今回の爆発・火災事故に関連する2種類の化学物質について、その性質と危険性を概説します。 

 スチレンは、プラスチックや塗料の原料となる化学物質です。透明の液体で特有の甘い臭いがあ

り、引火点（引火性蒸気が発生する温度）は31℃です。 

 ペンタンは無色の液体で、ガソリンの臭いがします。引火点は-49℃で引火しやすい物質です。 

 

表２ スチレンとペンタンの性質 

 

 スチレンに着火すると不完全燃焼により黒煙が発生します。スチレンは毒性があり、ホルモンの異

常、流産、血小板の減少、神経系への影響などが生じる可能性があります。スチレンが皮膚に触れる

と炎症を起こすことがあり、大量に吸い込むと呼吸困難に陥ります。 

 スチレンの燃焼では、一酸化炭素や二酸化炭素などの有毒ガスも発生します。これらの有害ガスは

呼吸困難や意識障害の原因となります。ペンタンの燃焼でもこれらの有毒ガスが発生します。 

 報道によるとこれらの危険物質が風によって拡散されています。危険物の拡散に影響を与えるパラ

メータは以下のとおりです。 

・風速：風速が増すと危険物質は遠くまで拡散しますが、その範囲は狭く、希釈されるスピードは速

くなります。今回の事故では、幸いなことに、空気が滞留する原因となるような降雨は発生

しませんでした。 

・大気の流動：空気が冷やされると大気の上下方向の流動が発生し、危険物の拡散が促進されます。 

・土地利用状況：樹木や建物は危険物を滞留させます。今回の事故現場周辺は郊外で開けた場所であ

ったため、危険物がより遠くへ拡散される傾向があったと言えます。 

 

物理的／化学的性質 スチレン ペンタン 

物理的状態 液体 液体 

色 透明 無色 

臭い 甘い花のような臭い ガソリン臭 

引火点 31 ℃ -49 ℃ 

発火温度 490 ℃ 260 ℃ 
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・危険物が放出される高さ：スチレン、ペンタンの蒸気は空気より重く、風がなければ地表に滞留し

ますが、放出点が高い位置にある場合は危険物の拡散距離が長くなる可

能性があります。今回の事故で拡散した可能性があるスチレンは地下タ

ンクに保管されていました。 

・放出速度：放出速度が速い場合、危険物は放出点より高い位置まで拡散します。 

 

【危険物の空気中濃度】 

 AIHA (American Industrial Hygiene Association)発行のERPGガイドライン(Emergency Response Planning 

Guidelines)では、各種危険物の健康への影響に関する3段階の空気中濃度が示されています。 

 ERPG-1：全ての人が、軽度かつ一過性の健康への悪影響を除く影響や、明確に定義できる臭気に晒

されることなく1時間曝露できる最大空気中濃度 

 ERPG-2：全ての人が、不可逆的またはその他の健康被害、または行動能力の低下を生じずに1時間

曝露できる最大空気中濃度 

 ERPG-3：全ての人が、生命を脅かされるような健康上の影響を受けずに1時間曝露できる最大空気

中濃度 

スチレン、一酸化炭素、アンモニアのERPG-1、2、3は下表の通りです。 

 

表３ ERPG（空気中濃度） 

Chemical EPRG-1 (ppm) EPRG-2 (ppm) EPRG-3 (ppm) 

スチレン 50 250 1,000 

一酸化炭素 200 350 500 

アンモニア 25 150 750 

 

【化学物質に接触した際の対応】 

 毒性を有する化学物質を取扱う際は、空気呼吸器（SCBA：Self Contained Breathing Apparatus）を備

えた安全保護具を着用する必要があります。万が一、毒性のある化学物質に接触した場合の応急処置

の例を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 毒性のある化学物質に接触した場合の応急処置  
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【環境への影響】 

 スチレンは土壌での移動性が低いため、土壌には無害です。しかし、土壌内に浸透して地下水を汚

染する可能性があります。スチレンが水に溶解し徐々に蒸発することにより、水生動物の繁殖に影響

を与えます。また、燃焼による副生成物は大気汚染の原因となります。 
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